
       

 
 

 

わかる授業づくり（授業のユニバーサルデザイン）その５ 

 

 中教審初中分科会報告（H24.7）において、「基礎的環境整備を進めるに当たっては、ユニバーサル

デザインの考え方を考慮しつつ進めていくことが重要である」という記載があります。 

 

 『合理的配慮事例集～小中学校の通常の学級に在籍する発達障害の可能性のある児童生徒の事例を

中心に～』（平成２９年３月 千葉県教育委員会）では、合理的配慮と基礎的環境整備について下記

のように記載されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 前回に引き続き、『ユニバーサルデザインの考え方に学ぶ どの子も「わかる」「できる」をめざす

支援の工夫 ヒント集』に掲載されている指導案を例に考えていきます。 

 

※指導案には支援の工夫の仕方が、情－(1)－(ｲ)のように表記されています。支援の工夫については、 

 千葉県総合教育センターのホームページよりご確認ください。 

全全ててのの子子どどももがが輝輝くくたためめにに、、充充実実ししたた支支援援をを目目指指ししてて  
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NO,２２ 

 ユニバーサルデザインの考え方を取り入れた「わかる授業づくり」を

進めることは、基礎的環境整備の取組へとつながります。 



指導案から考える 
※『ユニバーサルデザインの考え方に学ぶ 

        どの子も「わかる」「できる」をめざす支援の工夫 ヒント集』より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊次年度より『特別支援教育推進通信』は、事務所だより内に掲載いたします。 

 なお、次年度以降も今年度までの『特別支援教育通信』はホームページ上で確認できます。 

◎学習の見通しを示して、意欲

を高める。 

・学習の流れを提示する。 

・学習のめあてを確認する。 

◎話す場面の工夫 

・活動を止めて、話す人に

注目させる。 

・視覚と聴覚の両方で情報

を保障し、理解に繋げる。 

◎机間指導で取組状況を確認

する。 

・意欲を高める「評価」 

・できるにつながる「支援」 

◎個に応じた課題 

・全員が取り組める課題にする。 

・次の課題を用意し、全員が達成感や充実感をもつ。 

 今年度は、「わかる授業づくり（授業のユニバーサルデザイン）」をテーマにしてきました。取

り上げた内容は、決して目新しいものではありません。しかし、授業を進める上で、ついつい忘

れてしまうことでもあります。 

 授業は、スタートの時点で「わかる」ことが大切です。スタートに「わかる」があるからこそ、

「できる」や「楽しい」が加わり、次の意欲へと繋がります。 

 「わかる授業づくり」は、誰もが簡単に取り入れることのできる内容が多く掲載されています。

ぜひ、授業に取り入れて、子ども達と共に「わかる」「できる」「楽しい」を共感できる時間にし

ていきたいものですね。 


